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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）と単純性脂肪肝（SS）の鑑別診断は組織診断が主で

あり，血清で診断できるバイオマーカーの報告は少ない。我々は血清糖鎖マーカーを用いて

NASH と SS の鑑別診断が可能か検討した。2005 年 9 月～2013 年 4 月に NASH の鑑別目的に

肝生検を施行した 57 症例（NASH42 例，SS15 例）を対象として，肝生検前の血清中の全糖

鎖を Glycoblotting 法にて網羅的に解析し，NASH と SS の鑑別診断が可能か検討した。定量性

が確認された 41 種の糖鎖のうち，NASH で 8 種の糖鎖が増加していた。その中で NASH の診

断において AUROC 値が 0.83 以上の糖鎖が 3 種（m/z1955，2032，2584）存在した。臨床パ

ラメーターの単変量解析で有意であったプロトロンビン時間，AST，HOMA-IR に，糖鎖マー

カーを加えて多変量解析を行うと，3 種の糖鎖は全て独立した NASH の予測因子であった。

NASH では肝細胞のバルーニングがおこると，フコシル化糖蛋白の胆汁中への排泄減少と血

清中の上昇が生じると考えられている。m/z1955，2584 はフコシル化糖鎖であり，この現象

を反映していると考えられた。今回の研究において血清糖鎖が NASH の診断に有用なバイオ

マーカーになる可能性が示唆された。 
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